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静岡県伊豆市小下田にある清藤海岸は、海抜0mから障害
物のない富士山を眺めることができるビュースポットです。観
光名所として知られる土肥金山と恋人岬のほぼ中間地点に
位置し、付近には小さな漁港があります。冠雪した冬の富士
山は、日の出の刻前後に朝焼けで赤く染まり、優美で艶やか
な姿を見せます。日が昇るとともに刻一刻と変化する色合い
にも心を奪われます。

富士山憲章（行動規範）

1.富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。

1.富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。

1.富士山の自然環境への負担を減らし、人との共生を図ろう。

1.富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。

1.富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

静岡県・山梨県

「駿河湾富嶽三十六景 ─第七章─ 清藤海岸」
写真提供：静岡県観光協会
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富士山の6合目、宝永第二火口付近に立つ増澤武弘会長。
この日は好天に恵まれ山頂まで視界が抜けていました。

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
は
、地
球
レ
ベ
ル
の
宝
で
す
。

そ
の
富
士
山
と
人
類
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
？

平
成
10
年
に
制
定
さ
れ
た「
富
士
山
憲
章
」を
行
動
規
範
に
掲
げ
る

「
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
増
澤
武
弘
会
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

人
類
は
富
士
山
と

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
？

人
類
は
富
士
山
と

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
？

人
類
は
富
士
山
と

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
？

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

美
し
い
富
士
山
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

ポ
ツ
ポ
ツ
と
斑
点
の
よ
う
な
も
の
が
見
え

ま
す
ね
。あ
れ
は
パ
ッ
チ
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
あ
の
中
に
あ
る
種
が
発
芽
し
、
や

が
て
森
林
に
な
り
ま
す
。宝
永
山
の
噴
火

か
ら
約
3
0
0
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
の

一
帯
は
火
山
の
森
林
形
成
を
知
る
上
で
、

非
常
に
貴
重
な
新
し
い
資
料
な
の
で
す
。

今
日
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
行
う
調
査
は
そ

の
一
環
で
、
森
林
限
界
線
に
生
え
て
い
る

カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ウ
ヒ
、
シ
ラ
ビ
ソ
な
ど
の

樹
高
や
胴
回
り
を
測
り
ま
す
」。

　
調
査
は
40
年
前
に
設
定
さ
れ
た
10
m
×

10
m
の
コ
ド
ラ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
区
画
で

行
わ
れ
、
そ
の
範
囲
に
生
え
て
い
る
木
の

構
成
種
、
樹
高
、
胸
高
直
径（
円
周
）を
つ

ぶ
さ
に
調
べ
ま
す
。こ
の
日
は
宝
永
山
の

第
二
火
口
の
西
側
に
設
定
し
た
15
区
画
が

対
象
。調
査
は
3
人
ず
つ
の
4
班
に
分
か

れ
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
照
合
し
な
が
ら
、

森
林
限
界
付
近
の
植
生
変
動
を
見
て
い
き

ま
す
。「
こ
の
毎
木
調
査
は
10
年
ご
と
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
10
年
と
い
う
短
い

期
間
で
富
士
山
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

　
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
増
澤
武
弘

会
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
「
静
岡
自
然
環
境
研
究
会
」
の

調
査
に
同
行
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

増
澤
会
長
は
同
会
の
理
事
長
で
も
あ
り
ま

す
。

　
富
士
登
山
の
玄
関
口
と
し
て
知
ら
れ
る

富
士
宮
口
五
合
目
駐
車
場
に
集
合
し
た
の

は
増
澤
会
長
と
静
岡
大
学
の
学
生
、
共
同

で
調
査
を
行
う
新
潟
大
学
の
崎
尾
教
授
、

大
学
院
生
、
学
生
諸
君
の
総
勢
12
名
。富

士
山
自
然
休
養
林
歩
道
を
約
40
分
歩
い

て
、
宝
永
第
二
火
口
へ
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
に
あ
る
溶
岩
流
や
割
れ
目
火
山
の

生
々
し
い
痕
跡
は
、
富
士
山
が
今
も
活
動

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
宝
永
第
二
火
口
に
到
着
す
る
と
、
眼
前

に
1
7
0
7（
宝
永
4
）年
の
大
噴
火
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
巨
大
な
火
口
が
広
が

り
ま
す
。人
を
拒
絶
す
る
よ
う
な
荒
々
し

い
自
然
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
と
、増
澤
会

長
が
語
り
始
め
ま
し
た
。「
火
口
の
中
に

ふじさんネットワーク　増澤武弘会長
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剣ヶ峰 山頂

宝永山

九合目

八合目

元祖七合目

富
士
宮
ル
ー
ト

新七合目

新六合目

六合目

六合目

下り六合

五合目
宝永入口

富士山総合指導センター
御殿庭中

御殿庭上

御殿庭入口

宝永第一火口縁

宝永第二火口縁

宝永第二火口

宝永第一火口

調査地点

宝永山馬の背

富士山自然休養林歩道から見た景観。6合目付近までは森林と溶岩が混在した風景が広がっています。

標高2,693mの宝永山。3つの火口があり、山頂
側から第一火口、第二火口、第三火口と呼ばれ
ます。火口の内側に見える斑点が植物のパッ
チです。

今回の毎木調査は宝永第二火口の西側で
行われました。森林限界付近に生えている
カラマツ、トウヒ、シラビソ、コメツガ、ダケ
カンバ、ナナカマド、ミヤマハンノキを観
察することで植生の変動を調査しました。

ん
。お
そ
ら
く
1
0
0
年
か
ら
1
0
0
0

年
単
位
の
年
月
を
要
し
ま
す
。で
す
か

ら
、
私
た
ち
の
責
務
は
富
士
山
を
そ
の
ま

ま
後
世
へ
残
す
こ
と
。登
山
客
の
ご
み
問

題
や
外
来
性
植
物
に
よ
る
植
生
変
化
な

ど
、
富
士
山
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
こ

と
は
富
士
山
の
自
然
を
末
永
く
継
承
す
る

こ
と
で
す
。ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

そ
の
た
め
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
」
と
増
澤

会
長
は
語
り
ま
す
。

　
富
士
山
憲
章
は
、
日
本
の
象
徴
で
あ
る

富
士
山
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
、
静
岡
・
山
梨
両
県
に
よ
っ
て
平
成
10

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
周
知
、

定
着
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
生
ま
れ

た
の
が
「
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

す
。会
員
は
自
然
保
護
団
体
、
N
P
O
、
企

業
、
マ
ス
コ
ミ
、
行
政
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

各
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か

し
て
自
主
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
会
員
相

互
の
交
流
・
対
話
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

変
わ
っ
た
こ
と
、

変
わ
ら
な
い
こ
と
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10年前の毎木調査時に付けられた
標章。これを元に過去のデータを読
み出し、現在の状態と照合していき
ます。

コドラートに集まった調査班。黄色いパーカーを着ているのは新潟
大学農学部の崎尾均教授です。一般登山客のコドラートへの進入
は禁止されています。

増澤 武弘氏 ますざわ たけひろ

プロフィール

人類は富士山とどう向き合っていくべきか？

ん
。で
す
か
ら
、
今
の
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と
は
正
確
な
デ
ー
タ
を
集
積
し
な
が

ら
、
富
士
山
を
〝
あ
る
が
ま
ま
〞
に
後
世

へ
引
き
継
ぐ
こ
と
。そ
れ
が
将
来
、
正
し

い
判
断
を
す
る
礎
に
な
り
ま
す
」。

　
年
間
に
20
回
ほ
ど
富
士
山
で
調
整
す
る

と
い
う
増
澤
会
長
。「
最
近
の
富
士
山
は

変
わ
っ
た
の
か
、
と
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す

が
、
自
然
レ
ベ
ル
で
見
た
ら
、
こ
の
数
十

年
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ

ん
。た
だ
、
世
界
遺
産
で
湧
い
た
ブ
ー
ム

も
落
ち
着
き
、
一
時
は
年
間
30
万
人
と
言

わ
れ
た
登
山
客
は
約
20
万
人
に
な
り
ま
し

た
。清
掃
活
動
や
自
然
保
護
の
啓
発
も
進

ん
で
、
ご
み
も
随
分
減
り
ま
し
た
ね
。ト

イ
レ
の
屎
尿
処
理
も
同
様
で
、
こ
れ
は
良

い
傾
向
で
す
。た
だ
、
私
た
ち
の
目
的
は

富
士
山
を
後
世
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
見
据
え
た
上
で
、
持
続
的
な

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
」。

　
何
よ
り
も
自
然
に
感
謝
し
、
あ
る
が
ま

ま
の
自
然
を
後
世
へ
残
す
こ
と
。増
澤
会

長
の
願
い
は
〝
私
た
ち
が
富
士
山
と
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か
〞
を
問
い
か
け
る
も
の

で
し
た
。

ク
内
で
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
清
掃

活
動
を
す
る
団
体
、
自
然
林
の
復
元
を
目

指
す
企
業
、
観
光
客
対
策
を
打
ち
出
す
グ

ル
ー
プ
、
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
テ
レ
ビ
局
な
ど
、
各
会
員
の
活
動
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
が
、
目
的
は
同
じ
で
す
。

会
員
数
は
約
5
0
0
強
の
団
体
・
個
人

（
2
0
1
8
年
現
在
）で
、
各
々
が
富
士
山

憲
章
を
行
動
規
範
と
し
て
い
ま
す
。他
県

の
グ
ル
ー
プ
も
多
少
い
ま
す
が
、
大
多
数

は
静
岡
県
に
拠
点
を
置
く
団
体
や
企
業
で

す
」。

　
コ
ド
ラ
ー
ト
の
足
元
は
細
か
な
砂
利
で

滑
り
や
す
く
、
傾
斜
も
急
峻
で
あ
る
た

め
、
作
業
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。調

査
班
は
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
ジ
ャ
ー
や
ノ
ギ
ス

を
携
行
し
、
10
年
前
に
木
に
く
く
り
つ
け

た
標
章
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
す
べ
て

の
樹
木
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。「
こ
の

調
査
を
し
て
い
る
と
10
年
が
と
て
も
短
い

時
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。人
に

と
っ
て
は
長
く
て
も
、
自
然
界
で
は
あ
っ

と
い
う
間
な
の
で
す
。現
在
、
地
球
レ
ベ

ル
の
気
候
変
動
な
ど
と
騒
が
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
人
間
の
尺
度
で
測
っ
た
推
測

で
、早
計
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

1945（昭和20）年生まれ。静岡大学客員教授。富
士山の植生研究の第一人者。特定非営利活動法
人「静岡自然環境研究会」理事長。平成27年、「ふ
じさんネットワーク」の会長に就任。南アルプス
ユネスコエコパーク登録時には検討委員会の委
員長を務める。著作物は『世界遺産の自然の恵
み』（日本生態学会刊）、『高山植物学』（共立出版
社刊）、『富士山 自然環境と植生』（静岡県）、『富士
山頂の自然』（静岡県）など。
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総会の後に行われた講演会。増
澤会長が講師として「未来の富
士山を守るための世界複合遺
産」をテーマに語りました。

ふじさんネットワーク総会で新たに登録された富士山エ
コレンジャーとエコサポーター。今年度はエコレンジャー
5人、エコサポーター6名がメンバーに加わりました。

6月23日に行われた「富士山ごみ減量大作戦」。富士山こ
どもの国に集合した約60人のボランティアが周辺の道
路や森林に捨てられたごみを熱心に拾いました。

ごみ減量大作戦の様子
は道行くドライバーや観
光客へのアピールにも
なります。

大きなごみはもちろん、
小さなごみも見逃しま
せん。

　

今
年
も
6
月
と
10
月
に「
富
士
山
ご
み
減

量
大
作
戦
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
催
は
静
岡

県
、富
士
市（
10
月
は
裾
野
市
）、静
岡
第
一
テ

レ
ビ
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
、ふ

じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、公
募
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
約
60
人
が
国
道
4
6
9
号
線
沿
い

や
森
林
内
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
丁
寧

に
拾
い
ま
し
た
。近
年
、富
士
山
の
山
麓
周
辺

道
路
沿
い
で
は
、ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
が

富
士
山
の
美
観
と
イ
メ
ー
ジ
を
損
ね
て
い
ま

し
た
が
、平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た「
富
士
山

ご
み
減
量
大
作
戦
」に
よ
っ
て
状
況
は
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
活
動
回
数
は
25

回
を
数
え
、参
加
者
は
延
べ
1
6
6
7
人
、累

計
ご
み
回
収
量
は
1
1
9
9
0
㎏
に
お
よ
び

ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
富
士
山
周
辺
の
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
す
が
、参

加
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
環
境
保
全
意
識
を
高
揚

す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
、ふ
じ
さ
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
今
後
も
継
続
的
に
作
戦

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。次
回
は
、２
月

に
富
士
宮
市
で
開
催
し
ま
す
。

富
士
山
ご
み
減
量
大
作
戦
！

富
士
山
を
ま
る
ご
と
キ
レ
イ
に
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平
成
30
年
度
の
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

総
会
が
6
月
9
日（
土
）に
沼
津
市
立
図
書
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
の
出
席
者
は
委

任
状
も
含
め
て
1
5
8
団
体
。正
会
員
の
過

半
数
を
超
え
た
た
め
総
会
は
有
効
に
成
立
し

ま
し
た
。議
長
に
は
増
澤
武
弘
会
長
が
選
出

さ
れ
、議
案
で
は
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
等
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
エ
コ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
式
が
行
わ
れ
、新
し
い
会

員
に
登
録
証
を
交
付
。講
演
会
で
は
、富
士
山

憲
章
20
周
年
と
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
5
周

年
を
記
念
し
て
、増
澤
会
長
が「
未
来
の
富
士

山
を
守
る
た
め
の
世
界
複
合
遺
産
」と
い
う

演
題
で
来
場
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。そ
の

中
で
増
澤
会
長
は「
富
士
山
の
25
の
構
成
資

産
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、複
合
遺
産
の
考

え
方
が
必
要
不
可
欠
で
、自
然
を
守
る
こ
と

が
文
化
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、自
然
環
境
が

文
化
を
形
成
す
る
」と
訴
え
、ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
さ
ら
な
る
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
総
会・講
演
会
を
開
催

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク



登山道・須走口五合目で登山客に外来種防除マッ
トの説明をする富士山エコレンジャー。外来性植物
による植生変化への理解を高めています。

富士山エコレンジャーの面々。レンジャーの表情に
は富士山を守る決意と使命感、そして誇りがにじん
でいます。

植物の富士登山
～植物の垂直分布や植生から見える富士山の姿～

富
士
山
が
分
か
る
！ 

お
す
す
め
ブ
ッ
ク

植物の視点から
富士山の自然環境が分かる一冊

オオキンケイギク Coreopsis lanceolata
キク科 ／ 多年草

事務局から一言

Alien plants
富士山の外来植物図鑑

エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
報
告
と
募
集

富
士
山
憲
章
の
実
行
部
隊

花はとても愛らしく、元々はその美しさから河川敷の緑
化用のワイルドフラワーとして導入されました。このオ
オキンケイギクが生えている場所では、他の在来植物
が育つことができない環境になっています。

富士山に生息する植物の姿を“垂直分布”
（高度による植物の生態分布）という切り口
で紹介しています。富士山の植物は厳しい環
境や複雑な条件に適応しながら、噴火にも負
けずに分布を広げてきました。登山前に一読
すれば、より一層、富士山を楽しめます。

第4章では、ふじさんネットワークの会員である、富士山自然誌研
究会の菅原会長が植生の垂直分布について、豊富な写真とと
もに記しています。世界文化遺産となり、だれでも気軽に登るこ
とができるようになった今、自然との付き合い方について考えさ
せられる一冊です。

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
が
推
薦
す
る

富
士
山
に
関
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

葉の幅は１cm程度。両面に
うっすら毛が生えています

見分け方の特徴

◎ 花びらの先が４～５つに分かれる
◎ 葉は細長いスプーン状。
　冬はロゼット状になる

原産
背丈
繁殖期

富士山侵入地点
侵略経路

除去方法

北アメリカ
30～70cm
5～7月
富士一合目まで
1980年代に観賞用や河川敷の緑化など
に用いられ、広がった
開花初期の５月頃が狙い目。根から抜き取
り、枯死させたのち、燃えるゴミで処分可。
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富
士
山
憲
章
の
周
知
・
定
着
、そ
し
て

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
・
継
承
を
実

現
す
る
た
め
、富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
富
士
山
エ
コ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
実
行
部

隊
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
活
動
は

来
訪
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
、来
訪
者
へ
の

自
然
解
説
・
情
報
提
供
、動
植
物
の
保
護

と
そ
の
情
報
収
集
な
ど
で
、エ
コ
サ
ポ
ー

タ
ー
は
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
補
佐

し
て
い
ま
す
。発
足
し
た
の
は
平
成
14

年
で
、
現
在
の
会
員
数
は
エ
コ
レ
ン

ジ
ャ
ー
15
人
、サ
ポ
ー
タ
ー
10
人
で
す
。

平
成
29
年
度
は
延
べ
81
日
の
活
動
を
行

い
、ト
レ
イ
ル
ラ
ン
植
生
保
全
調
査
や
植

生
保
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
実
績
を
残

し
ま
し
た
。ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
今
後
も
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
サ
ポ
ー

タ
ー
の
登
録
と
募
集
を
進
め
て
い
き
ま

す
。登
録
要
件
と
し
て
は
、満
年
齢
が
19

歳
〜
70
歳
で
あ
る
こ
と
、10
単
位
以
上

の
講
習
を
受
け
る
こ
と
、レ
ポ
ー
ト
提

出
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、詳
し
く
は
ふ

じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八木洋行

岡秀一、下田路子
河村正幸、菅原久夫
鈴木啓造、鈴木大治
カーコスキー朱美
鈴木一記

財団法人静岡県
文化財団

本体476円（税別）

編集者：

執筆者：

発行：

定価：



1000円からの寄
付で

ピンバッジがもらえ
ます！

「ふじさんネットワーク」は、その活動を通じて、富士山を国民の財
産として、世界に誇る日本のシンボルとして、後世に引き継いでいく
ことを目的とします。富士山の環境保全活動を行うグループ、自然
保護団体、NPO、企業、マスコミ、行政等による会員制のネットワー
ク組織ですが、富士山を愛する人なら個人でも登録ができます。

特典

「富士山総合環境保全指針」と行動規範としての「富士山憲
章」の周知・定着を図り、富士山の環境保全への関心を高め
てもらうため、ふじさんネットワークの環境保全活動への寄付
を募るとともに、富士山ピンバッジを配布します。

ふじさんネットワーク事務局まで、連絡をした上でお越しください。募金と同時
にピンバッジをお渡しします。
郵便、電話、FAX又はメールで[1]-[4]の事項をお知らせください。
[1]-名前　[2]-住所　[3]-電話番号　[4]-希望するピンバッジの種類・個数
振込用紙を送付します。振込の確認ができしだい、ピンバッジを送付します。
（振込手数料・送料は不要）

直接受取希望

送 付 希 望

：

：

ふじさんネットワーク　2018年12月　vol.57

編集・発行

静岡県くらし・環境部環境局自然保護課内　〒420-8601 静岡市追手町9番6号
電話：054-221-2963　ファックス：054-221-3278
E-mail：3776fuji@pref.shizuoka.jp　URL：http://www.fujisan-net.gr.jp/

※本書の作成には、マックスバリュ東海株式会社、及びハーゲンダッツジャパン株式会社からの寄附金が使われています。

◯設立　平成11年10月23日
◯会長　増澤 武弘
（特定非営利活動法人静岡自然環境研究会理事長・静岡大学客員教授）
◯会員数　536団体・個人（H30.10.31現在）

○「ふじのくにネットワーク」の冊子が届きます

○登録するとメールマガジンが届きます

○シンボルマークが使えます

富士山の雲シリーズ  THE CLOUD SERIES
■1セット4個組（大きさ：各直径32ミリメートル） ■1口：1,000円以上

入会費・年会費なし　無料

ふじさんネットワーク事務局

ふじさんネットワーク

「ふじさんネットワーク」の取り組みなどは
ホームページから見ることができます。

http://www.fujisan-net.gr.jp/
Check！
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美
し
い
富
士
山
を
、未
来
の
子
ど
も
た
ち
に


